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１ 課題を取り上げた背景 

 国有林野の管理経営においては、効

率的な事業実行に努めるとともに、適

切な森林整備を通じ収穫量を計画的に

確保する必要があります。近年、林業

分野でも ICT化が進みつつある中、UAV

を活用した森林資源調査の精度を高め

ることができれば、大幅な効率化・省

力化が実現できます。 

森林資源の具体的な把握手法として、

UAVによる樹木検出と林分密度管理図を組み合わせることで、林分材積が推定

可能であることが先行研究で報告されました。今回はこの考え方に基づき、四

国森林管理局が所有している UAV とソフトウェアを使用した場合における林

分材積の推定精度等の検証を行いました。 

 

２ 取組の経過 

四国森林管理局管内の国有林に設定した調査地で下記の調査を実施しまし

た。 

① まず、調査地上空で UAVによる写真撮影を行い、写真から林分の 3Dモデル

を作成しました。 

② 次に、(株)ジツタ作成の森林資源解析ソフトである Assist Zを用いて、作

成した 3Dモデルから立木本数及び樹高を推定し、これらの値を林分密度管

理図の等平均樹高曲線に代入することで林分材積を推定しました。 

③ その上で、毎木調査の結果と Assist Zによる検出立木を比較し、(a)立木

本数の推定精度、(b)平均樹高の推定精度、(c)立木検出精度の補正の可能

性、(d) 林分材積の推定精度の４点について調査を行いました。 

３ 実行結果 

各々の調査結果は次の通りです。 

(a)立木検出精度については、相対幹距比が小さいほど精度が低くなる傾向で

す。 

(b)今回は、航空レーザー計測による地盤データを用いたことにより、平均樹

高の検出精度は良好であり、誤差の範囲は-1.3mから+2.8mでした。  

  ただし、同データの未整備地域においては、国土地理院の標高データを用

いる必要があることから、異なる結果になる可能性があります。 

(c)立木検出精度の補正の可能性

については、林分の相対幹距比

と(a)の立木検出精度の間に、

シグモイド曲線と呼ばれるS字

カーブの関係性が見られまし

た。 

(d)林分材積の推定精度について

は、10%から 30%のマイナスの誤

差が生じています。(c)の補正

を行った場合、一部調査地では

誤差が±10%の範囲に収束して

います（図２）。 

 

４ 考察  

 本検証による林分材積の推定では、一定の誤差が生じることが判明しました。

従って、今回の手法を、収穫調査等の精度を求められる資源調査に用いること

は、現時点では困難だと考えています。しかし、UAVで撮影した画像を用いる

ことにより、広い面積の立木本数や林分材積の概数を瞬時に把握できるため、

簡易的な林分調査への活用に向けて検討したいと考えています。 

図１：Assist Zでの立木検出 

 

図２：各調査手法による材積推定結果 
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